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道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

道志小学校入学式　
平成23年度の新入生は10名でした



平成23年５月１日（２）

新人職員紹介

就任のあいさつ

総
務
課

加
藤
　
文
音

�
�
�

今
年
の
４
月
か
ら
道
志
村
役
場

総
務
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
加

藤
文
音
と
申
し
ま
す
。
お
も
に
税

務
と
交
通
安
全
の
担
当
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
学
生
活
の

２
年
間
は
東
京
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、
残
り
の
２
年
間
は
地
元

の
道
志
村
か
ら
大
学
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
帰
っ
て
く
る
た
び
静
か

で
安
全
な
道
志
村
に
心
が
癒
さ
れ

ま
し
た
。
す
で
に
お
会
い
し
た
村

民
の
方
々
か
ら
は
あ
た
た
か
い
声

を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。
役
場
で

は
多
く
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

産
業
振
興
課

山
口
　
　
圭�

�

今
年
の
４
月
か
ら
道
志
村
役
場

産
業
振
興
課
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
山
口
圭
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
た
後
、
４
年
間

一
般
企
業
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

役
場
の
仕
事
と
は
や
る
こ
と
が
違

い
ま
し
た
が
、
活
か
せ
る
部
分
も

あ
る
と
思
う
の
で
、
身
に
着
け
た

技
術
を
道
志
村
の
た
め
に
使
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
も
就
職
し
て
か
ら

も
実
家
か
ら
通
っ
て
い
ま
し
た
。

道
志
村
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
々
あ

り
ま
す
が
、道
志
村
の
為
、そ
し
て

村
民
の
皆
様
の
為
に
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
中
野
恭
志
教
育
長
の
後
任

と
し
て
４
月
よ
り
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
教
育
行
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、

38
年
間
の
道
志
村
役
場
職
員
と
し
て
の
経

教
育
長

佐
藤
　
光
男

験
が
少
し
で
も
活
か
せ
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
、
日
本
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
か
ら
、
何
と
か

立
ち
上
が
ろ
う
と
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
、
夢
の
あ
る
世
界
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
大
人
が
頑
張
ら
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

不
安
定
な
先
が
見
え
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
明
る
く
生
き
生
き
と
自
分
ら
し
く
、
ま
た
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
大
人
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
教
育
と
い
う
側
面
か
ら
支
援

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
道
志
村
に
お
い
て
も
、
高
齢
化

が
進
み
、
人
口
の
減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
、
村
を
豊
か
な
未
来
あ
る
村
に
導
い
て
く
れ
る
の
は
、
今
の
子
ど
も

た
ち
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
道
志
村
と
い
う
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
身
体
も
心

も
健
康
に
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
道

志
村
の
与
え
ら
れ
た
自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
村
に
い
な
が
ら
に
し
て

最
新
の
情
報
や
科
学
・
技
術
に
触
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
感
性
を
刺
激
し
、
生
涯
を
通
じ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
ご
支
援
・
ご
指
導
を
心
か
ら
お
願
い
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（３）

道志の湯道志の湯道志の湯道志の湯道志の湯村営温泉　　　　　　　の指定管理者を募集します
村では行政改革の一環として、村営施設の管理運営について指定管理者制度に移行するための調

査、研究等を実施しております。

道 志 の 湯

問い合わせ先 道志村役場　産業振興課　産業創造グループ　　☎（５２）２１１４

6月から村税（料）の口座振替納付が
できる金融機関が増えます！

６月から山梨中央銀行と山梨信用金庫の口座から村税（料）の
口座振替納付が可能になります ！ 

● 都留信用組合　　 　　　　● 山梨中央銀行（New!） 
● 山梨信用金庫（New!） 　 ● 山梨県民信用組合 
● ゆうちょ銀行 

＜口座振替納付ができる金融機関一覧＞ 

◎「預金口座振替依頼書」は各金融機関に提出し依頼してください。 
◎「預金口座振替依頼書」の用紙は役場にあります。また備え付けてある金融機関もあります。 

便利で、簡単な村税（料）の口座振替納付をぜひ利用しましょう！

平成 21 年度に、「道志水源の森」、平
成 22 年度に「道の駅どうし」の指定管
理手続きを行い、平成 23 年度に「道志
の湯」の指定管理手続きを行います。

つきましては、道志村の観光振興等に
積極的に参加したいという団体及び法
人で道志の湯の管理者となることを希
望される方を募集いたします。詳しく
は、別紙、「道志の湯指定管理者の募集に
ついて」をご覧ください。

問い合わせ先 道志村役場　総務課　財政・政策・税務グループ　☎（５２）２１１１
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第3回 道志村トレイルレース
5月15 日（日）7:00 ～ 17:00
皆様の応援・ご協力をお願いします

第3回 道志村トレイルレース
5月15 日（日）7:00 ～ 17:00
皆様の応援・ご協力をお願いします

第3回 道志村トレイルレース
5月15 日（日）7:00 ～ 17:00
皆様の応援・ご協力をお願いします

第3回 道志村トレイルレース
5月15 日（日）7:00 ～ 17:00
皆様の応援・ご協力をお願いします



（５）

17
名
の
６
年
生
を
送
り
出
し
た
小

学
校
も
、
４
月
５
日
に
10
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢
の
在
校
生

や
来
賓
の
方
々
に
祝
福
さ
れ
た
１
年

生
は
毎
日
元
気
よ
く
登
校
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
新
し
く
佐
藤
龍
文
先
生
、

市
川
加
奈
先
生
、
梁
瀬
彩
子
先
生
、

小
俣
あ
ゆ
み
先
生
（
養
護
教
諭
）
を

お
迎
え
し
、
児
童
数
85
名
、
職
員
数

13
名
で
平
成
23
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平
年
よ
り
遅
い

桜
の
開
花
で
し
た

が
、
陽
気
の
暖
か

さ
に
誘
わ
れ
て
一

気
に
咲
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち

も
桜
の
木
の
下
で

給
食
を
食
べ
る
の

を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。
４
月

15
日
は
と
て
も
良
い
天
気
で
し
た
が
、
少

し
風
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ー
ト
を
押
さ
え

な
が
ら
の
給
食
で
し
た
が
、
普
段
食
べ
る

カ
レ
ー
よ
り
も
一
段
と
お
い
し
か
っ
た
よ

う
で
す
。
１
年
生
の
給
食
は
６
年
生
が
お

手
伝
い
を
し
た
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、写
真
を
と
っ
た
り
と
、と
て

も
楽
し
い

ひ
と
と
き

を
過
ご
す

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、校

庭
に
と
て

も
立
派
な

桜
が
た
く

さ
ん
あ
る

か
ら
で
す

ね
。

４
月
15
日
は
児
童
会
主
催
の

「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」
で
し

た
。
１
年
生
の
元
気
な
自
己
紹

介
の
後
、
○
×
ゲ
ー
ム
や
じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
を
全
校
で
し
ま

し
た
。
新
児
童
会
執
行
部
が
緊

張
し
な
が
ら
も
上
手
に
会
を
す

す
め
て
く
れ
ま
し
た
。
６
年
生

か
ら
大
き
な
金
メ
ダ
ル
を
も
ら

っ
た
１
年
生
は
、
こ
れ
で
道
志

小
の
仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、

縦
割
り
班

の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ

ん
と
い
っ

ぱ
い
遊
ん

で
い
ま
し

た
。

学校だより 道志小学校 (第54号）

４
月
14
日
は
、
今
年
度
初
め
て
の

避
難
訓
練
で
し
た
。
地
震
を
想
定

し
、
教
室
で
の
身
の
守
り
方
や
、
新

し
い
ク
ラ
ス
か
ら
の
避
難
経
路
の
確

認
の
た
め
の
訓
練
で
す
。
大
き
な
災

害
の
後
だ
け
に
、
子
ど
も
た
ち
も
真

剣
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

訓
練
を
積
み
重

ね
て
大
切
な
命

を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
平
成
23
年
度
ス
タ
ー
ト

◎
お
花
見
給
食

◎
避
難
訓
練

◎
１
年
生
を
迎
え
る
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

上：楽しいゲームをしました。
右：自己紹介も上手でした。

マイケル先生も一緒です

静かに避難しよう

机の下にもぐったよ

元気いっぱい１年生

桜の下でおいしい給食
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小中学校 教職員紹介

道
志
小
学
校

着
任
職
員
�������������������　
　
��（
旧
任
校
）

教
　
諭
　
　
佐
藤
　
龍
文
　
谷
村
第
一
小
学
校

教
　
諭
　
　
市
川
　
加
奈
　
落
合
小
学
校
（
南
ア
ル
プ
ス
市
立
）

教
　
諭
　
　
梁
瀬
　
彩
子
　
船
津
小
学
校

養
護
教
諭
　
小
俣
あ
ゆ
み
　
湖
南
中
学
校

離
任
職
員
�������������������　
　
��（
新
任
校
）

教
　
諭
　
　
花
上
　
和
広
　
谷
村
第
二
小
学
校

教
　
諭
　
　
小
幡
恵
美
子
　
谷
村
第
一
小
学
校

教
　
諭
　
　
坂
本
　
大
輔
　
下
吉
田
第
二
小
学
校

養
護
教
諭
　
樋
口
　
喜
子
　
下
部
中
学
校（
身
延
町
立
）

道
志
中
学
校

着
任
職
員
����������������������　
　
（
旧
任
校
）

教
　
諭
　
　
名
取
　
明
子
　
都
留
第
一
中
学
校

教
　
諭
　
　
堀
内
　
仁
嗣
　
都
留
第
一
中
学
校

教
　
諭
　
　
仲
田
　
真
衣
　
甲
府
南
中
学
校

離
任
職
員
����������������������　
　
（
新
任
校
）

教
　
諭
　
　
長
峰
　
寿
多
　
湖
南
中
学
校

教
　
諭
　
　
鈴
木
真
由
美
　
甲
府
西
中
学
校

教
　
諭
　
　
小
林
　
裕
季
　
身
延
中
学
校

教
諭

渡
辺
知
香
子

教
諭

仲
田
真
衣

教
諭

出
羽
幸
世

栄
養
職
員

守
屋
愛
子

Ａ
Ｌ
Ｔ

マ
イ
ケ
ル
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

教
諭

杉
本
賢
二

事
務
職
員

野
矢
　
潤

教
諭

堀
内
仁
嗣

校
長

志
村
恵
治

教
頭

沢
登
　
守

養
護
教
諭

渡
邉
文
香

教
諭

安
富
利
枝

教
諭

天
野
理
枝

教
諭

名
取
明
子

道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校

教
諭

市
川
加
奈

司
書
�

山
口
直
子

養
護
教
諭

小
俣
あ
ゆ
み

教
諭

梁
瀬
彩
子

教
諭

志
村
潤
子

事
務
主
査

渡
辺
徳
子

教
諭

渡
辺
麻
里

校
長

杉
本
昭
次

教
諭

上
嶋
宏
樹

教
諭

佐
藤
大
輔

教
頭

望
月
主
税

村
担
教
諭

近
藤
佳
子

教
諭

佐
藤
龍
文

道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校
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午前中のみ診察
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研修のため休診

29 30

4
みどりの日

24
午前：胃カメラ

7
午前中のみ診察

16

11
午前：保育所健診
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午前：胃カメラ
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25
午前：つぼみっこ
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21
午前中のみ診察
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こどもの日
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26
研修のため休診
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午前中のみ診察
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17
午前：胃カメラ

31
午前：胃カメラ

15

22

13

27

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。
■５月の連休前後は混雑が予想されるため、なるべくさけて受診してください。
■５/11は保育所の内科健診があるため、午前11時から医師不在となります。
■５/25は医師がつぼみっこ出席のため、午前10〜11時まで不在となります。

1 2 3
憲法記念日

（７）

５
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
今回は貧血についてお話します。

貧血とは、血液中の赤血球や、赤血球中の赤い色素であるヘモグロビンが、基準値よりも減ってしま
っている状態のことを言います。赤血球中のヘモグロビンは全身に酸素を届ける役割があるため、
赤血球やヘモグロビンが減少する貧血では、体内の細胞は酸素欠乏状態 になり、以下のような症状が現
れます。

《貧血の症状》
坂や階段での動悸　爪の色が白っぽい　皮膚の色が黄色っぽくくすむ　根気がなくなる
頭痛　息切れ　肩こり　朝、起きられない　記憶力が悪くなる　生あくびがでる
疲労感がとれない　だるい

このように貧血の症状は多岐にわたり、また徐々に進行していくため、体調の悪さを“体質だ”と諦め
てしまっている場合もあり、貧血と気づかずに生活している人が多いのが実情です。健診などで定期的
な検査を受けることが大切です。また、貧血は血液検査によって簡単に診断できるので、上記のような
症状がある場合には医療機関を受診しましょう。貧血は、女性では月経や妊娠、授乳が原因となってい
る場合が多いのですが、鉄分不足、胃潰瘍やがんなど様々な病気で起こり得ます。軽く考えずに検査を
受け、早めの改善および治療を受けることが必要です。

!?脳貧血と貧血の違い…脳貧血とは、起立性低血圧のことで、急に立ち上がったり、立ちっぱな

しのときに脳にいく血液が一時的に減って起こる転倒や立ちくらみのこ
とです。一方、貧血状態では、脳への酸素供給が不足しやすくなってい
るため、めまいや頭痛が起こるので、多くの人が脳貧血を貧血の症状と
間違えています。

●最後にもう一度。貧血は血液検査によって簡単に診断できますので、住民健診や人間ドックでの
貧血項目（赤血球数、ヘモグロビン濃度）をチェックしてみてください。また診療所でも平日の
午前中であれば血液検査できますので、上記症状がある方はお気軽にご相談ください。
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道志村では、平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震において被災され避難
者となられた方々のための避難所を開設いたしました。

避難所は、道志村観光協会の協力をいただき下記の民宿、キャンプ場において４月12日
から７月11日までの間、避難者の受け入れを行ないます。また、道志村役場総務課におい
ても避難者支援総合窓口を設置し、避難者の生活や修学など各種相談窓口として避難者の支
援を行ないます。

今後も微力ではありますが被災地の復興に向けての支援を考えてまいります。村民の皆様
のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

狂犬病予防法により、生後 91日以上の犬を飼い始めたら、

30日以内に登録が必要です。

登録は生涯 1 回 のみ。登録手数料は、１頭につき 3,000 円です。

１　犬の登録と狂犬病予防接種は飼い主の義務です。

法律により犬の登録（生涯１回）と狂犬病予防接種（年１回）が義務づけられています。 

狂犬病予防接種を行わないでいると、万一、お宅の愛犬が狂犬病になってしまった場合に愛

犬の命が奪われるだけではありません。愛犬に咬まれて狂犬病になってしまう可能性が一番

高いのは飼い主のあなたと家族です。

２　狂犬病とは？

主に犬に咬まれることで感染します。平均 30 日の潜伏期間の後に発症し、初期は風邪に似

た症状で、不安感、恐水症、興奮、麻痺、錯乱などの神経症状が現れ、数日後に呼吸器麻痺で

死亡します。 

この病気の恐ろしさは、症状が悲惨なこともさることながら、いったん発病すると、現在の

医学でも治療方法はまったくなく、ほぼ 100％死亡します。 

○問合せ  住民健康課　TEL 0554-52-2113（直通）

犬の登録と狂犬病予防

東日本大震災による避難者のための避難所を開設しました

施　　設　　名
★民宿山光荘　　　★民宿北の勢堂
★民宿光荘　　　　★道志森のコテージ
★柿沼山荘ととや　★センタビレッジーキャンプ場
★民宿ふるさと　　★花の森オートキャンプ場
★民宿椿荘　　　　★椿キャンプ場
★民宿丸水荘　　　★月夜野キャンプ場
★民宿松葉荘　　　★ネイチャーランド・オム

★問い合わせ先
道志村観光協会………℡ 0554-52-1414
道志村役場　総務課…℡ 0554-52-2111
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●村内一斉清掃・一斉消毒のお知らせ●
「村民一斉ごみゼロ大作戦」

毎年恒例の村内一斉清掃と消防団による一斉消毒を行います。
日本一の水源の郷を目指し、より快適な環境で生活できますよう、

地域の皆さんのご協力をお願いいたします。

１ 日　　時 平成２３年５月２９日（日）
２ 場　　所 各自治会地内
３ 実施内容 国道・県道・農道・河川・水路などの清掃
４ ごみの処理方法

・清掃で出たごみは、各地区のごみステーションにごみの種類ごとに分けて
置いてください。業者が回収いたします。

★当日は小中学生の皆さんも親子クリーンアクションの一環として、清掃活動に積極的に参加
しましょう。

家庭内のごみは、出さないでください（粗大ごみの収集は７月、１１月を予定しています）。
刈った草等は、勝手に人の土地に捨てないでください。

※�この事業は道志水源基金の助成を受けて実施しています。

いらなくなったテレビは適正な排出を！
家電リサイクル法にもとづいた適正なリサイクルと不法投棄の防止にご協力下さい。
不法投棄は法によって禁止されています。

3  購入したお店がわからないとき
下記まで問合せ・申込ください。

㈲スギモトデンキ　☎52-2360
㈲七里緑化　　　　☎52-2069

2  古いテレビの処分だけのとき
処分するテレビを購入したお店に引き取りを
申し込む。

1  買い替えで古いテレビを処分するとき
新しいテレビを購入するお店に引き取りを申
し込む。

適正なリサイクルの方法
（リサイクル料金と運搬料金がかかります）

問い合わせ先
役場産業振興課

☎ (５２)２１１４
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●
５
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
作
り
ま
し
ょ
う

日
時
　
５
月
10
日（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
子
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
の
メ
ニ
ュ
ー

◎
乳
幼
児
事
故
予
防
教
室
！

～
も
し
も
の
時
の
た
め
に
～

日
時
　
５
月
25
日（
水
）

午
前
10
時
～

場
所
　
馬
場
「
つ
ど
い
の
家
」

内
容
　
１
　
生
活
内
で
起
こ
り
や
す
い
事

故
・
病
気

２
　
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
説
明

３
　
救
急
方
法
の
実
習

対
象
　
乳
幼
児
の
保
護
者
・
祖
父
母
等
関

心
の
あ
る
人
は
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
願
い
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
）

☎
52
‐
２
１
１
３

●
第
９
回
春
の
五
感
の
集
い

春
の
調
べ

普
段
、
自
然
の
中
で
音
楽
を
聴
く
機
会

は
な
い
も
の
で
す
が
、
新
緑
の
色
ま
す
季

節
に
素
敵
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ

尺
八
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏

日
　
時
　
平
成
23
年
５
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら

場
　
所
　
農
村
公
園
（
村
営
道
志
の
湯
前

の
中
州
）

雨
天
時
は
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
ど
な
た
で
も

入
場
料
　
無
料

※
ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
は
、
尺
八
奏
者

の
岩
間
響
風
さ
ん
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
前

田
栄
子
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
。
ジ
ャ
ン
ル
を

越
え
て
、
音
楽
の
可
能
性
を
探
し
求
め
る

二
人
。
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
暖
か
い
音
色
と

尺
八
の
空
間
を
切
り
裂
く
よ
う
な
音
色
が

見
事
に
融
合
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、県
内

を
中
心
に
ラ
イ
ブ
活
動
を
展
開
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
‐
１
０
２
０

●
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
出
展
者
募
集
！

「
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
」で
あ
る
こ
の

道
志
村
で
、
手
づ
く
り
に
よ
り
生
れ
た
多

く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
５
月
21
日（
土
）

22
日（
日
）
�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

応
募
資
格

１
　
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又
は

道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り
主
に
道
志
村

で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
。

２
　
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で

あ
る
こ
と
。（
仕
入
品
等
を
展
示
販
売
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

３
　
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序
を
守

る
こ
と
。

出
展
料
　
１
区
画
　
２
，
０
０
０
円

出
展
場
所
　
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

約
３
ｍ
×
３
ｍ

申
込
締
切
　
平
成
23
年
５
月
12
日（
木
）

出
展
者
説
明
会

平
成
23
年
５
月
13
日（
金
）
道
の
駅
ど

う
し
２
階
会
議
室
　
午
後
２
時
～

応
募
・
問
合
せ
先

道
志
村
役
場
 産
業
振
興
課

☎
52
‐
２
１
１
４

●
妊
治
療
費
助
成
事
業
を

始
め
ま
し
た

！！

目
的
　
妊
娠
を
望
み
不
妊
治
療
を
行
っ
て

い
る
夫
婦
に
対
し
、
そ
の
治
療
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
妊
で
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
夫
婦
が
子
ど
も
を

授
か
り
人
生
を
豊
か
に
す
る
。

対
象
　
　

⑴
１
年
以
上
継
続
し
て
村
内
に
住
民
票
を

お
き
、
居
住
し
て
い
る
人

⑵
医
療
保
険
の
被
保
険
者
、
組
合
員
若
し

く
は
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

⑶
村
税
及
び
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

助
成
の
額
及
び
回
数

＊
助
成
金
の
額
は
、
不
妊
治
療
及
び
特
定

不
妊
治
療
に
要
し
た
県
助
成
の
額
を
差

し
引
い
た
額
（
そ
の
額
が
一
回
の
治
療

に
つ
き
10
万
円
を
超
え
る
と
き
は
10
万

円
）と
し
、一
年
度
当
た
り
二
回
を
限
度

に
通
算
五
年
間
助
成
。

助
成
の
申
請
書
類

１

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書

２
　
山
梨
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診

等
証
明
書
の
写
し
及
び
治
療
費
の
領
収

書
の
写
し

※
申
請
書
は
、
道
志
村
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

郵
便
で
の
受
付
も
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ
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●
常
設
人
権
相
談
所
電
話
番
号
の

統
一
化
に
つ
い
て

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局
及
び
そ

の
支
局
の
常
設
人
権
相
談
所
の
電
話
番
号

が
４
月
18
日（
月
）か
ら
全
国
統
一
番
号（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）と
な
り
ま
し
た
。ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
は
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
、
公
衆
電

話
、
ひ
か
り
電
話
及
び
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の

利
用
が
可
能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

●
看
護
の
日
・
看
護
週
間

～
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
～

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
た
め
に

は
、人
に
対
す
る
世
話
や
看
護
に
つ
い
て
、

十
分
に
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
生
誕
を
記
念
し
て
毎
年
五
月
十

二
日
を
「
看
護
の
日
」
に
、
ま
た
、
五
月
九

日
～
十
五
日
の
間
を
「
看
護
週
間
」
と
し
、

「
フ
ェ
ス
タ
看
護
」
と
銘
打
っ
て
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◎
第
33
回
山
梨
県
看
護
大
会

５
月
13
日（
金
）
午
後
２
時
～

ア
ピ
オ
甲
府

◎
看
護
の
心
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

５
月
12
日（
木
）
管
内
駅
前
・
病
院
等

（
詳
細
は
後
日
決
定
）

◎
一
日
看
護
師

６
月
～
８
月

対
象
　
高
校
生

内
容
　
看
護
師
業
務
の
体
験

◎
み
ん
な
で
話
そ
う
ー
看
護
の
出
前
授
業

対
象
　
中
学
生
・
高
校
生
の
希
望
者

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
支
援
課

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
９
０
３
４

●
事
務
補
助
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

の
募
集

森
林
関
係
の
資
料
作
り
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
事
務
の
補
助
員（
ア
ル
バ
イ
ト
）を
募
集

し
ま
す
。

期
間
　
平
成
23
年
５
月
下
旬
～

平
成
24
年
３
月
下
旬

勤
務
時
間
　
週
２
～
４
日
間
程
度

（
一
日
４
～
５
時
間
）

募
集
人
数
　
若
干
名

資
格
等
　
パ
ソ
コ
ン
（
日
常
的
な
資
料

作
成
お
よ
び
メ
ー
ル
等
の
出

来
る
人
）

勤
務
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階

Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局

応
募
申
し
込
み
　

平
成
23
年
５
月
16
日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
道
志
・
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
中
島
、
山
元
）

☎
５
６
‐
７
２
６
６

●
昇
任

（
課
長
）

教
育
委
員
会
課
長
　
　
山
口
　
幹
夫
（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

議
会
事
務
局
長
　
　
　
山
口
　
　
亮
（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）

（
課
長
補
佐
）

産
業
振
興
課
課
長
補
佐

諏
訪
本
　
栄
（
総
務
課
主
幹
）

（
係
長
）

産
業
振
興
課
係
長
　
　
山
口
　
俊
一
（
産
業
振
興
課
主
査
）

産
業
振
興
課
係
長
　
　
佐
藤
　
勇
樹
（
産
業
振
興
課
主
査
）

産
業
振
興
課
係
長
　
　
諏
訪
本
英
樹
（
産
業
振
興
課
主
査
）

総
務
課
係
長
　
　
　
　
山
口
　
登
美
（
住
民
健
康
課
主
査
）

（
主
査
）

産
業
振
興
課
主
査
　
　
佐
藤
　
好
起
（
産
業
振
興
課
主
任
）

住
民
健
康
課
主
査
　
　
佐
藤
　
照
恵
（
住
民
健
康
課
主
任
）

●
配
置
換
え

総
務
課
長
　
　
　
　
　
池
谷
　
　
忠
（
産
業
振
興
課
長
）

産
業
振
興
課
長
　
　
　
大
房
　
保
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

産
業
振
興
課
課
長
補
佐

山
口
　
光
美
（
教
育
委
員
会
次
長
）
　

総
務
課
主
幹
　
　
　
　
佐
藤
　
太
清
（
教
育
委
員
会
主
幹
）

住
民
健
康
課
主
任
　
　
水
越
　
　
実
（
総
務
課
主
任
）

産
業
振
興
課
主
任
　
　
山
口
　
　
昇
（
住
民
健
康
課
主
任
）

総
務
課
主
事
　
　
　
　
佐
藤
　
徹
生
（
産
業
振
興
課
主
事
）

住
民
健
康
課
主
事
　
　
半
田
　
貴
子
（
総
務
課
主
事
）

●
新
規
採
用

総
務
課
主
事
　
　
　
　
加
藤
　
文
音

産
業
振
興
課
主
事
補

山
口
　
　
圭
　

●
退
職総

務
課
長
　
　
　
　
　
佐
藤
　
光
男

産
業
振
興
課
主
任
　
　
横
内
　
宣
明
（
派
遣
期
間
終
了
）

産
業
振
興
課
理
事
　
　
中
島
　
　
晋

総
務
課
主
任
　
　
　
　
菅
谷
　
直
志
（
平
成
23
年
３
月
１
日
死
亡
退
職
）

平成 23 年　道志村役場人事異動



道
志
村
教
育
委
員
会
構
成

平
成
二
十
三
年
五
月
一
日
現
在

委
員
長
　
　
　
山
口
　
　
力

職
務
代
理
者
　
佐
藤
　
鈴
江

委
　
員
　
　
　
佐
藤
　
充
俊

教
育
長
　
　
　
佐
藤
　
光
男

●
東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

へ
村
内
の
各
種
団
体
か
ら
の
義
援
金
が
集

ま
り
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災
地

に
届
け
ま
し
た
。

役
場
を
通
じ
て
義
援
金
を
出
し
た
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

道
志
村
消
防
団
、
大
月
交
通
安
全
協
会

道
志
支
部
、
道
志
村
観
光
協
会
、
道
志
村

議
会
議
員
一
同
、
道
志
村
職
員
一
同

●
消
防
団
長
に
出
羽
達
彦
氏

任
期
満
了
に
よ
る
消
防
団
役
員
改
選

で
、
全
消
防
団
員
に
よ
る
推
薦
に
よ
り
新

し
く
第
27
代
道
志
村
消
防
団
団
長
に
副
団

長
の
出
羽
達
彦
氏
が
任
命
さ
れ
、
４
月
13

日
に
行
わ
れ
た
役
員
会
に
お
い
て
大
田
村

長
か
ら
任
命
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
の
消
防
団
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。

団
　
長
　
　
　
出
羽
　
達
彦

副
団
長
　
　
　
山
口
　
栄
一

〃
　
　
　
　
佐
藤
　
智
秀

〃
　
　
　
　
北
浦
　
　
晋

〃
　
　
　
　
佐
藤
　
　
進

第
一
分
団
長
　
山
口
　
　
元

第
二
分
団
長
　
佐
藤
　
忠
男

第
三
分
団
長
　
山
口
　
時
彦

第
四
分
団
長
　
池
谷
　
芳
彦

平成23年５月１日（12）

村長から任命辞令を受け取る出羽団長

佐藤　光男氏
（竹之本在住）

佐藤　充俊氏
（小善地在住）

諏訪本観光協会長から義援金の贈呈

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、

消
防
団
は
地
域
の
防
災
活
動
の
中
心
的
存

在
と
し
て
の
活
躍
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
近
年
で
は
消
防
団
員
数
が
減
少
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」を
基
本
理
念
に
、今
後
も
地
域
防
災
の

主
軸
と
し
て
活
躍
す
る
道
志
村
消
防
団
に

こ
れ
ま
で
と
同
様
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
２
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た
池

谷
前
団
長
を
始
め
と
す
る
前
役
員
の
皆
様

お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
任
教
育
委
員
の
紹
介

中
野
恭
志
委
員
（
教
育
長
）
及
び
長
田

豊
委
員
の
後
任
に
、
次
の
方
々
が
新
た
に

教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

住宅用火災警報器は取り付けましたか？
消防法の一部改正により、一般住宅や共同住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。既

存の住宅については、平成 23 年５月 31 日までに火災警報器を設置しなければならないこととされて
います。

消防団で村内の住宅の調査を行ったところ、道志村の設置率は約５０％でした。この数字は全国
平均の 52％を下回っております。ご自身・ご家族の大切な「命」や「財産」を守る住宅用火災警報器を
できるだけ早く設置しましょう。

設置について不明な点がある方は、消防署、役場総務課又はお近くの消防団員にお問い合わせください。

問い合せ 都留市消防署道志出張所　☎５２－１１１９ 道志村役場総務課　 ☎５２－２１１１



い
る
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
定
期
的
に

大
正
琴
の
演
奏
会
を
行
っ
て
お
り
、
４

月
25
日
に
は
本
年
２
回
目
の
演
奏
会
を

行
い
ま
し
た
。

演
奏
曲
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
、「
荒

城
の
月
」、「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」等

計
８
曲
を
披
露
し
、
お
年
寄
り
た
ち
も

琴
の
澄
ん
だ
音
色
に
耳
を
傾
け
、
歌
を

口
ず
さ
ん
だ
り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

（13）

や
ま
ゆ
り
琴
の
会
（
代
表
佐
藤
ヨ
シ

エ
）で
は
、福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

平
成
23
年
４
月
22
日
、
道
志
村
役
場

に
お
い
て
行
政
相
談
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
山
梨
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
新

津
隆
平
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

２
年
間
の
任
期
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

世
代
を
超
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
「
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者

の
支
援
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、４
月
21

日（
木
）一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢

者
世
帯
の
方
を
対
象
に
お
買
い
も
の
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
　
　

14
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
富
士
河
口

湖
町
の
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル
で
生
活
必

需
品
・
食
料
品
等
の
買
い
物
を
行
い
ま

し
た
。
買
い
物
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
た

め
に
身
支
度
を
整
え
た
り
、
購
入
品
の

リ
ス
ト
作
成
な
ど
、
買
い
物
ツ
ア
ー
へ

の
期
待
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
は

河
口
湖
畔
へ
足
を
延
ば
し
て
、
満
開
の

し
だ
れ
桜
の
下
を
散
策
し
ま
し
た
。

「
自
分
で
外
出
準
備
を
す
る
」「
必
要

な
物
を
考
え
る
」「
商
品
を
見
て
選
ぶ
」

「
参
加
者
同
士
で
会
話
す
る
」「
参
加
し

て
楽
し
む
」
元
気
に
生
き
る
た
め
の
要

素
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
事
業
で

す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
高
齢
者

世
帯
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
あ
る
方
は
送
迎
バ
ス
の
関

係
上
、
事
前
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
先
　
役
場
住
民
健
康
課

☎
52
‐
２
１
１
３

道志村トピックス

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
機

能
の
向
上
・
運
動
の
習
慣
づ
け
が
で
き

る
よ
う
に
週
１
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
名

は
健
康
運
動
士
の
浜
田
先
生
の
名
前
か

ら
参
加
者
で
考
え
ま
し
た
。「
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」
に
合
わ
せ
て
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
も
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
11
日
・
16
日
・
25
日
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

申
込
・
問
合
せ
　
役
場
住
民
健
康
課
　

☎
52
‐
２
１
１
３

買物をする参加者

感謝状が贈呈されました

行
政
相
談
員
へ
感
謝
状
の
贈
呈

お
買
い
物
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
！

浜
ち
ゃ
ん
体
操
教
室
・
浜
ち
ゃ
ん

体
操
教
室
ス
ペ
シ
ャ
ル

演奏するやまゆり琴の会のメンバーお年寄りたちも楽しんでいました

福
祉
セ
ン
タ
ー
で

大
正
琴
の
演
奏
会



この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

西
和
出
村
　
山
口
ス
ズ
子
さ
ん
　
86
歳

（
３
月
届
出
）

慶

弔

■大正琴をはじめたきっかけ
20年くらい前に旅行先で勧められて、仲間を集

めて始めました。とても楽しくて今では生涯学習
のつもりでやっています。現在メンバーは12名で
西桂のＹＬＯ会館や都留のうぐいすホールで行う
発表会もすごく楽しみです。

■今までしてきて楽しかった事
発表会はもとより、月２回の練習も仲間たちと

ワイワイと楽しみながらやっています。発表会の
前は練習回数を多くしたりしながら、頭を使うの
でボケ防止にもなりますよ（笑）

■今後について
元気なうちは出来るだけ続けていきたいと思っ

ています。音楽を奏でていると気持ちが明るくな
るので、興味が有る方はどんどん声をかけて頂き
たいと思います。歓迎しますよ。

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/
Ｈ23.４.１現在　世帯数：623世帯　人口：1945人 (男：977人　女：968人）発行　道志村役場

佐藤さんで60人目となります。

やまゆり琴の会
代表 佐藤ヨシエさん

佐藤　舞桜
ま お

ちゃん（谷相）

平成20年12月４日生
父��勇樹さん　母��菜津江さん

５月８日は母の日です歳時記歳時記歳時記
日本では５月の第２日曜日に日頃の母の苦労や優し

さに感謝し、カーネーションを贈る日として認知され
ています。

母の日の始まりは、今から１００年あまり前のアメ
リカでひとりの女性教師が、母親の自分への深い愛情
をたたえる催しを開いたのがきっかけでした。その後
この話が反響を呼び、このことに共感した市民が当時

の大統領をも動かして国民の祝日と
なりました。 それでは何故母の日は
カーネーションなんでしょうか？
「亡くなったお母さんといつでも一緒に居たい」と 何
処へいくにもお母さんの代りとして胸にカーネーショ
ンを着けていたので母の日 ＝ カーネーションと言う
事が次第に定着したみたいです。

佐藤一男さん（大渡）

しだれ桜
花桃


